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序論
　マペペ層 (Heinrich,1980)はバーバートン・グリーンストーン帯のフィグツリー層群の最下部に位置し，堆積年代は

ジルコンのウラン‐鉛年代より 3260Maから 3230Maを示す (Kroner et al. 1991)。本研究の調査地はコマチ川沿いのスワ
ジランドとの国境付近に位置する河川沿いの 300mにわたる連続露頭であり、有機物に富む頁岩とチャートおよび縞状鉄
鉱層からなる。100分の 1のスケールでマッピングおよび柱状図をもとに、層序区分、顔相変化、岩石の有機物分析、お
よび帯磁率変化を測定し、当時の堆積物の特徴を詳細に調べた。本地域は断層によって境された 6つのユニット (B1, B2,
C, D1, D2, E)）からなり。各ユニットの層厚はそれぞれ 6.8m, 45m, 22.8m, 19m, 5.7m and 23mで，全体で合計が 128mに
達する。
岩相
　岩相は大きく４つに区分できる。1)白色チャート（塊状）;2)赤色チャート:鮮やかな赤色を呈する層状型と，ポッド

状で下位から上位に赤色から白色にシャープな境界で色を変えるポッド型よりなる。;3)黒色頁岩:シルトサイズの石英粒
子のラミナを有する層状型と，それを有さない塊状型，漸移的に下位から上位に黒色から褐色灰色になる漸位変化型より
なる。塊状型に観察されるアパタイトは層状型には観察されない。;4)褐色灰色（鉄質）。全ユニットで各岩相の頻度は平
均して，赤色頁岩は 62％に，白色チャートは 17％に，褐色灰色頁岩は 12％に，黒色頁岩は 9％に達する。赤色チャー
トは各ユニットの上位に向かって増加傾向にある。
炭素同位体分析
　黒色頁岩の全有機炭素 Corgは全ユニットで 0.10w％‐16.12 w％で平均は 2.54 w％である (n=201)。褐色灰色頁岩

は 0.23‐0.96 w％で平均 0.61 w％ (n=6)，白色チャートは 0.01‐0.06 w％で平均が 0.12 w％ (n=5)である。黒色頁岩の
有機炭素同位体比δ 13Cは全ユニットで-38.84‰‐-20.54‰で平均が 26.84‰ (n=201)，褐色灰色頁岩は-35.36‰‐-23.7
‰で平均が-30.88‰ (n=6)，白色チャートは-24.96‰‐-19.58‰で平均が-23.25‰である。
　δ 13Cは狭い分別幅で層序に従って正の方向と負の方向を行き来していたのが，D1ユニットの上部から分別幅が広

くなる。同時に平均的なδ 13Cは負の方向にシフトし，Bブロックは-25.10‰ (n=40)，Cユニットでは-26.59‰ (n=60)，
Dユニットでは-26.03‰ (n=44)，Eユニットでは-28.81‰ (n=56)である。
　岩相と比較すると，黒色頁岩のうち塊状型黒色頁岩のδ 13Cは平均して-24.11‰ (n=10)で，層状型黒色頁岩のδ

13Cは平均して-28.01‰ (n=25)である。
帯磁率測定
　マグネタイトや磁性鉱物の分布および変化を調べるため 2種類の測定を行った。1)層序位対して垂直方向の測定:層

序に従った帯磁率の変化を調べることを目的として，全層厚 128mを 3�間隔で，2回の測定を行った。2)層序に対して
側方方向の測定:各々の単層中の変化を調べるために 83の地層を，それぞれ 4mを 5�間隔で測定をおこなった。
黒色頁岩と白色チャートの帯磁率は相対的に低く (˜1.0∗10-3(SI))，赤色チャートと褐色灰色（鉄質）頁岩の帯磁率は

1.0∗10-3(SI)から 420∗10-3(SI)の間で幅を持つ。層序の中では D1ブロックの最上部に 9m連続しての層状型赤色チャー
トとマグネタイトの互層が分布し，帯磁率は 100∗10-3(SI)と̃いう値を取る。また各ブロック内でポッド型赤色チャート
の帯磁率は上位に向かって増加傾向にある。
結論　
1)上下判定：単層中の上下で漸移的に黒色から赤色に変化する頁岩が見られる。これは全ユニットにおいて全て同方

向を持つ。また、ポッド型赤色チャートにおいても下位が赤色で上位が白色チャートになっている。すべてのユニット
が全て東上位であると考えられる。

2)岩石中のラミナの頻度が上がるほど有機炭素同位体比が下がる。これはラミナに挟まれた薄い層の黒色頁岩の有機
炭素同位体比が低いことを示す。

3)各ブロックの中で上位に向かって赤色チャートの増加する傾向と，ポッド型赤色チャートの帯磁率の増加する傾向
を見出した。これは，各ユニット内で上位に向かって鉄の沈澱が増加し，その上部ではD1で見られるようなマグネタイ

1/2



BPT25-P04 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 17:15-18:30

トが堆積する可能性が示唆された。
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